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平成２６年黒石市教育委員会第３回定例会会議録 

 

日時及び場所 平成２６年３月２５日（木）午後１時３０分 黒石市役所 中会議室 

 

会議出席委員 委員長  村 上 良 子 

 １ 番  阿 保 淳 士（教育長） 

 ２ 番  千 葉 小夜子 

 ３ 番  津 軽 承 公 

 ４ 番  中 村   康 

 

会議欠席委員 なし 

 

説明のために出席した者の職氏名 

 教 育 部 長   奈良岡 和 保 

 指導課課長  宮 崎 晃 一 

 学校教育課長  山 谷 博 文 

 社会教育課長  駒 井 昭 雄 

 文化課長    成 田 秀 範 

 学校教育課長補佐  西 塚   啓 

 学校教育課総務係長  中 田 智 子（書記） 

 

会議に付した案件 

第１ 会議録の承認 

第２ 席次の決定 

第３ 会期の決定 

第４ 会議録署名委員の指名 

第５ 教育長等の報告 

第６ 議案第１０号 黒石市特別支援教育支援員規則の一部改正について 

第７ 議案第１１号 黒石市「ＵＰる」先生任用規則の制定について 

第８ 議案第１２号 黒石市民文化会館管理運営規則の制定について 

第９ 議案第１３号 スポカルイン黒石管理運営規則の制定について 

第１０ 議案第１４号 黒石市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部改正について 

第１１ 議案第１５号 黒石市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する規則の施

行に伴う関係訓令の整備に関する訓令の制定について 

第１２ 議案第１６号 平成２６年度黒石市教育委員会重点施策について 

第１３ 議案第１７号 黒石市立黒石幼稚園長の任命について 

第１４ 議案第１８号 黒石市学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 

第１５ 議案第１９号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第１６ 議案第２０号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第１７ 議案第２１号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第１８ 議案第２２号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第１９ 議案第２３号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第２０ 議案第２４号 黒石市社会教育委員の委嘱について 
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第２１ 議案第２５号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第２２ 議案第２６号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第２３ 議案第２７号 黒石市社会教育委員の委嘱について 

第２４ 議案第２８号 黒石市立中郷公民館長の任命について 

第２５ 議案第２９号 黒石市立牡丹平公民館長の任命について 

第２６ 議案第３０号 黒石市立追子野木公民館長の任命について 

第２７ 議案第３１号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第２８ 議案第３２号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第２９ 議案第３３号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３０ 議案第３４号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３１ 議案第３５号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３２ 議案第３６号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３３ 議案第３７号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３４ 議案第３８号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３５ 議案第３９号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３６ 議案第４０号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３７ 議案第４１号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３８ 議案第４２号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第３９ 議案第４３号 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

第４０ 議案第４４号 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他教育機関の職員に係

る懲戒処分等について 

第４１ 議案第４５号 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他教育機関の職員に係

る懲戒処分等について 

 

 

 

会 議 の 顛 末 

 

開会宣告（午後１時３０分） 

 

第１ 会議録の承認 

 

平成２６年黒石市教育委員会第２回定例会の会議録については、全員異議なく、原文を承認する。 

 

 

第２ 席次の決定 

くじにより、１番 阿保淳士委員、２番 千葉小夜子委員、３番 津軽承公委員、４番 中村康

委員となった。 

 

 

第３ 会期の決定 

 

会期については、平成２６年３月２５日の１日とすることで、委員全員異議なく、決定する。 
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第４ 会議録署名委員の指名 

 

村上委員長が「千葉小夜子委員」と「阿保淳士委員」を指名する。 

 

 

第５ 教育長等の報告 

 

１ 平成２６年黒石市議会第１回定例会に提出した教育に関する事務の議案について 

 

平成２６年第１回黒石市議会定例会に提出した教育に関する事務の議案については、平成２６年

黒石市教育委員会第２回定例会で協議したとおり、可決された。 

 

 

２ 平成２６年黒石市議会第１回定例会での一般質問について 

 

(1) 自民・公明クラブ 黒石ナナ子議員「黒石の町並み保存のための景観地区選定について」 

ア 黒石市内に埋もれている歴史遺産登録について 

中野神社に伝わる歴史など、市内に埋もれている歴史的情報を市民に周知する考えはない

か。【文化課】 

黒石市内には、歴史的に価値のある隠れた遺産が存在しているものと考えており、教育委員

会としては、所有者の同意が得られた場合には、古文書等の調査・研究による事実確認を経た

うえで、周知方法を検討していきたい。 

 

(2) 自民・公明クラブ 工藤和行議員「小・中学校適正配置について」 

統合の枠組みを平成26年度中に明確にするためにどのような進め方をしていくのか。【学校

教育課】 

これまで適正配置を進めるために地区での説明会などを開催している。その一つとして、平成

26年１月12日には、上十川住民を対象とした六郷小学校施設見学会を開催し、給食体験や統合に

係る説明会を通して六郷小学校と上十川小学校の統合の理解を図った。 

平成26年度中に統合の枠組みを明確にしていくための今後の取り組みとしては、地区協議会と

の協議を経て、適正配置の方針の基本的理念は存続しながら、具体的な実施に向けた統合の枠組

みや保護者から問合せの多いスクールバスの運行基準等を盛り込んだ適正配置実施計画案を作成

していく。 

計画案作成後は、住民理解を図るために参集範囲を広げた地区説明会を実施するなど、広く市

民の意見を集約しながら、黒石市小・中学校適正配置実施計画を策定して、統合の枠組みを明確

にしたいと考えている。 

 

(3) 自民・公明クラブ 大溝雅昭議員「平成26年度主要施策について」 

ウ 算数・数学「ＵＰる」事業【指導課】 

事業の目的、内容、効果について 

子どもたちの学力アップ、教師の指導力アップ、そして、市の花となっているリンゴのアッ
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プルをかけて命名された、この算数・数学「ＵＰる」事業は、子どもたちの算数・数学の学力

向上を図るとともに、教員の指導力・授業力向上を図ることを目的として、第１に、各学校に

指導員を配置する「ＵＰる」先生派遣事業、第２に、教員の指導力向上のための教師力「ＵＰ

る」研究員事業の大きく２つの内容で行う。 

算数・数学「ＵＰる」事業を実施しての効果については、すぐに見えてくる効果もあれば、

数年後に見えてくる効果もあると考える。子どもたちが事業をとおして学ぶ楽しさを知り、学

力が高まっていくことを願っている。 

「ＵＰる」先生派遣事業の目的は、子どもたちの学習意欲の向上と算数・数学の学習内容の

定着にある。教員の免許をもつ指導員を小・中学校に数人配置し、学級担任や教科担任と連携

しながら指導にあたっていく。 

今までの学校支援員との違いは。 

これまでの学校支援員は、それぞれの学校の教育課題解決のために教員等の支援を行ってい

る。また、特別支援教育支援員は、通常学級において特別に配慮が必要な子どもに必要な支援

を行うことを目的に行っているものである。これに対し、「ＵＰる」先生は、算数・数学の授

業において、少人数指導や個別指導など様々な指導形態を工夫しながら指導を行っていく。 

算数・数学に特化した理由 

ここ数年の本市児童生徒の学力傾向は、小学校の算数及び中学校の数学にやや課題が見られ

るということ、また、特に算数・数学は、各学年の学習内容の定着が十分であるかどうかが、

その後の学習意欲や学力の向上に大きな影響を及ぼす教科であるということがあげられる。ま

た、小学校の算数の学習内容のつまずきが中学校の数学の理解不足につながり、小・中学校で

連携して取り組んでいかなければならない教科であるということも言える。特定の教科に絞っ

て指導員を配置するのは、全国的に珍しく、現時点でわかっているところでは、千葉県流山市

の事例がある。 

第２の教師力「ＵＰる」研究員事業の目的は、単に「できる・わかる授業」から「楽しむ授

業」「活用する授業」を展開できる授業力の向上にあり、本市小・中学校教員から研究員を募

り、自主的な教育研究を進めたり、県外の先進校視察や研修会に参加したりすることをとおし

て、指導力・教師力アップを図るとともに、その成果の研究発表などを通じて教員全体の指導

力向上が図られることを願っている。 

 

(4) 自民・公明クラブ 今井敬議員「行財政改革について」 

エ 子供の相談窓口一本化について【指導課】 

教育相談件数とその対処（教育委員会分として） 

教育相談の件数は、平成25年４月から平成26年２月までの間に147件あった。 

相談に対しては、共感的に話を聞き、問題解決のために必要な助言をしている。また、相談

内容によっては、学校や関係機関等にも情報提供するなど連携を図りながら対応している。 

 

(5) 自民・公明クラブ 今井敬議員「教育行政について」 

ア 教育委員会制度改革について 

現在議論されている教育委員会制度改革について教育長の思いを伺いたい。【教育長】 

教育委員会制度改革に関しては、現在、国政において議論されているが、まだまだ不明確で

あることから、現時点での私の意見は差し控えたい。 

しかし、本市の教育委員会に関しては、良好な状況にあると認識している。 

当教育委員会の会議については、月１回定例会を開催しているほか、必要に応じて臨時会を
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開催している。委員会会議は、市議会と同様に誰でも傍聴できる体制をとっており、会議録は

ホームページでも公開している。また、教育委員会の活動に関しては、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の規定に基づき「黒石市教育委員会の事務の点検及び評価に関する報告書」

としてまとめ、毎年10月に市議会及び市長に送付している。 

このように、これまでも、教育委員会会議の公開性や透明性の向上、事務事業等の数々の改

革の実施、市長部局との連携、そして各種団体との良好な関係の中での業務遂行など、教育現

場での様々な課題解決のため、真摯に、かつ、迅速に対応している。 

現在、当教育委員会は、小中学校の適正配置や旧松の湯再生など、大きな課題が山積してい

るが、教育委員長をはじめ教育委員、そして事務局職員が一丸となり、着実に課題を解決して

いき、市民の負託にこたえていきたいと考えている。 

校長に対する評価制度はあるのか。【学校教育課】 

校長を監督する立場にある教育委員会として、毎年校長面談を実施している。 

面談は、例年４月に校長が作成した学校経営や職員の指導監督等に関しての自己目標をもと

に、６月と翌年の１月に実施し、助言指導を行ったうえで総合的に評価して校長本人に開示し

ている。 

イ 学力テスト公開について【指導課】 

平成25年度学習状況調査の本市の順位は。 

県が実施している小学校５年生と中学校２年生を対象とした平成25年度学習状況調査の結果

については、昨年12月26日に各市町村別に公表されている。 

本市の順位は、小学校では、10市中、国語２位、社会８位、算数３位、理科１位、全教科で

は３位。中学校では、国語１位、社会６位、数学４位、理科１位、英語６位、全教科では４位

である。 

全国学力・学習状況調査結果の学校別の公表予定の有無 

本市としては、学校名を明らかにした公表を行う予定はない。確かに教育委員会や学校が、

保護者や地域住民に対して説明責任を果たすことが重要であるが、学校の序列化や過度な競争

が生じるなど教育上の逆効果や悪影響等が予想されること、調査により測定できるのは学力の

特定の一部分であること、また、学校における教育活動の一側面であり、このことがひとり歩

きし、学校教育の全体であるかのようにとらえられるおそれがあることなどが主な理由である。 

教育委員会としては、正答率の高低を物差しにした順位だけにとらわれることなく、これら

の調査結果を教員の授業改善や指導法の工夫等に活用できるよう指導・助言をしていきたい。 

ウ 学力向上について【指導課】 

「ＵＰる」先生事業で、算数・数学に絞った理由と向上の方策 

ここ数年の本市児童生徒の学力傾向は、小学校の算数及び中学校の数学にやや課題が見られ

るということ、特に算数・数学は、各学年の学習内容の定着が十分であるかどうかが、その後

の学習意欲や学力の向上に大きな影響を及ぼす教科であること、小学校の算数の学習内容のつ

まずきが中学校の数学の理解不足につながり、小・中学校で連携して取り組んでいかなければ

ならない教科である等が主な理由である。 

次に、「ＵＰる」事業の方策についても、子どもたちの学習意欲の向上と算数・数学の学習

内容の定着を目的とし、教員の免許をもつ指導員を小・中学校に数人配置し、学級担任や教科

担任と連携しながら指導にあたることとしている。 

本市のこれまでの英語教育の取り組みと今後の取り組みは。 

英語教育については、平成21年度から平成23年度の３年間で、延べ９人の外国語活動支援員

を各小学校へ派遣した。小学校へは平成15年度から、中学校へは平成３年度から現在までに延
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べ13人の外国語指導助手を派遣してきた。また、各校独自に外国語教育のための地域人材を活

用するなど、特色ある取り組みを始めた学校もある。 

今後の本市の英語教育については、外国語指導助手の派遣を引き続き実施するとともに、文

部科学省のグローバル化に対応した英語教育改革実施計画の動向を見極めながら、現職教員の

研修の充実に努め、子どもたちの英語力の育成を図っていく。 

学力向上に係る本市の新しい取り組みは。 

算数・数学「ＵＰる」先生派遣事業と教師力「ＵＰる」研究員事業である。 

エ 中学生の部活動について 

朝の部活動はどの程度行われているか。 

今年度の調査結果等によると、市内中学校全生徒数1,021人中、936人が運動部11種類文化部

６種類、計17種類の部活動に所属し、平均２～３時間の活動をしている。 

朝の部活動を行っているのは、市内の４中学校中２校の運動部で、２校の部活動全体の約

20％にあたる。通年で取り組んでいる場合は少なく、ほとんどが中学校体育大会などの大きな

大会の前に約30分間程度の時間で実施されている。 

朝の部活動において、どのような問題が起こっているか。 

朝の部活動の実施にあたっては、各校が日頃から生徒の生活リズムや健康面に配慮した指導

に努めており、大きな問題やトラブルは発生していないと聞いている。しかしながら、近年、

部活動に関しては、勝利至上主義や発育・発達を考慮しない行き過ぎた指導等が問題視されて

いるところである。 

委員会として、問題に対して、今後どのような方針を考えているか。 

今後、学校訪問等を通して、「スポーツ活動の指針」について周知徹底を図るとともに、朝

の部活動を含めた活動内容や指導方法が、教育活動の一環として行われ、生徒の向上心や活動

意欲、自主性、協調性、責任感、連帯感等の育成につながる有意義なものとなるよう、指導・

助言に努めていく。 

 

(6) 自民・公明クラブ工藤俊広議員「まちづくりについて」 

ア 保存と活性化について【文化課】 

黒石市中町伝統的建造物群保存地区の将来像は。 

伝統的なこみせのある町並みが全国的にも希少性が高く、良好な保存状態が高い評価を受け

ている黒石市中町伝統的建造物群保存地区では、さらに整備を進めるため、文化庁の補助事業

として、こみせや土蔵等の保存修理、旧松の湯再生工事及び防災設備設置等の各事業を行って

いる。黒石市民が市民みんなの文化財として、心から誇りに思っていただけるよう、取り組み

を強化していかなければいけない。 

当該地区の将来像としては、平成16年に策定した「黒石市中町伝統的建造物群保存地区保存

計画」により、途切れた状態となっているこみせを地区住民のみなさんと行政が一体となった

取り組みで復原し未来にわたり保存すると共に、積極的に活用することにより、歴史的環境の

維持と市民の文化的意識の向上に資するものとして事業を進めていく。 

また、浜町や前町の一部など、当該地区を取り囲むように指定されている黒石市歴史的景観

形成地区についても、地区住民の意識の向上を図る取り組みを積極的に展開していきたい。 

 

 

日程第４０・４１は、人事案件のため、秘密会にしたい旨委員長から発議があり、委員全員異議なく、

これを可決する。 
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第６ 議案第１０号 黒石市特別支援教育支援員規則の一部改正について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

千葉委員 記入上の注意の第３項の意味がよくつかめないのですが。 

教育部長 週２９時間以内であれば、一時的に時間単位で振替をしてもよいということです。た

だし、勤務日に祝日等があたり、勤務がない日との振替は認めないということです。 

 

以上、全員異議なく、原案を可決する。ただし、千葉委員指摘の部分については、標記をより分か

りやすく再考するものとなった。 

 

 

第７ 議案第１１号 黒石市「ＵＰる」先生任用規則の制定について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

津軽委員 第１５条の報告日ですが、１日でもよいとは思うのですが、特別支援教育支援員では

１日を５日に変えているので、同じくできないのですか。 

教育部長 勤務形態が違いますので統一はさせませんでしたが、学校事務の軽減を考慮して５日

が可能かどうか再検討したいと思います。 

津軽委員 様式第２号の計画表で「勤務校名」とあります。これでも分かるのですが、第３条の

規定では「配置校」と「派遣校」と規定していますので、こちらも「派遣校」にした方が

よいのではないかと思います。 

 

以上、原案を可決する。ただし、津軽委員指摘の部分を再考し、次の定例会で示すことになった。 

 

 

第８ 議案第１２号 黒石市民文化会館管理運営規則の制定について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入り、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第９ 議案第１３号 スポカルイン黒石管理運営規則の制定について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入り、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１０ 議案第１４号 黒石市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部改正について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入る。 

附則において黒石市文化賞等表彰条例施行規則（平成９年黒石市教育委員会規則第５号）、黒石市

スポーツ賞等表彰条例施行規則（平成９年黒石市教育委員会規則第６号）、黒石市歴史文化専門員設

置規則（平成１２年黒石市教育委員会規則第５号）、黒石市建造物専門員設置規則（平成１４年黒石
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市教育委員会規則第９号）及び黒石市歴史的景観保存条例施行規則（平成１６年黒石市教育委員会規

則第３号）の一部を改正している。 

 

全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１１ 議案第１５号 黒石市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する規則の施行に

伴う関係訓令の整備に関する訓令の制定について 

(1) 黒石市教育委員会文書取扱規程の一部改正 

(2) 黒石市教育委員会専決代決規程の一部改正 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入り、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１２ 議案第１６号 平成２６年度黒石市教育委員会重点施策について 

 

教育部長が資料に基づき説明し、審議に入り、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１３ 議案第１７号 黒石市立黒石幼稚園長の任命について 

 

教育部長が、鈴木恒氏（松原）について資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

審議の結果、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１４ 議案１８号 黒石市学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 

 

教育部長が、学校医（内科１１人、眼科２人、耳鼻科２人）１５人、学校歯科医１０人及び学校薬

剤師４人について資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

審議の結果、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第１５～第２３ 黒石市社会教育委員の委嘱について 

 

教育部長が９人について説明し、審議に入る。 

 

議案第１９号 古川貴子氏（学校教育関係者・東英中学校長）について、全員異議なく、原案を可

決する。 

議案第２０号 吉田安宏氏（社会教育関係者・黒石市体育協会副会長）について、全員異議なく、

原案を可決する。 

議案第２１号 神敏雄氏（社会教育関係者・黒石文学会長）について、全員異議なく、原案を可決
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する。 

議案第２２号 佐々木幹夫氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第２３号 久保田稔氏（社会教育関係者・黒石市子ども会育成連合会長）について、全員異議

なく、原案を可決する。 

議案第２４号 柿崎博氏（社会教育関係者・黒石市連合ＰＴＡ会長）について、全員異議なく、原

案を可決する。 

議案第２５号 松田ヤチヱ氏（社会教育関係者・中部地区婦人会員）について、全員異議なく、原

案を可決する。 

議案第２６号 廣瀬弘美氏（家庭教育向上活動者・黒石市社会福祉協議会長）について、全員異議

なく、原案を可決する。 

議案第２７号 福山奈津希氏（家庭教育向上活動者・黒石市母親クラブ連絡協議会長）について、

全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第２４ 議案第２８号 黒石市立中郷公民館長の任命について 

 

教育部長が、佐藤英次氏（小屋敷小屋敷村）について資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

審議の結果、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第２５ 議案第２９号 黒石市立牡丹平公民館長の任命について 

 

教育部長が、木村兼作氏（石名坂桜清水）について資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

審議の結果、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第２６ 議案第３０号 黒石市立追子野木公民館長の任命について 

 

教育部長が、須藤清志氏（追子野木二丁目）について資料に基づき説明し、審議に入る。 

 

審議の結果、全員異議なく、原案を可決する。 

 

 

第２７～第３９ 黒石市歴史的景観保存審議会委員の委嘱について 

 

教育部長が１３人について説明し、審議に入る。 

 

議案第３１号 高橋恒夫氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第３２号 北原啓司氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第３３号 神輯孝氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第３４号 鎌田修三氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 
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議案第３５号 野呂晋一氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第３６号 筧正明氏（学識経験者）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第３７号 髙橋幸江氏（関係地域代表者・中町町内会長）について、全員異議なく、原案を可

決する。 

議案第３８号 鳴海文四郎氏（関係地域代表者・こみせ通り商店街振興組合理事長）について、全

員異議なく、原案を可決する。 

議案第３９号 吉田安宏氏（関係地域代表者・前町町内会長）について、全員異議なく、原案を可

決する。 

議案第４０号 黒石市総務部長（関係行政機関職員）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第４１号 黒石市建設部長（関係行政機関職員）について、全員異議なく、原案を可決する。 

議案第４２号 弘前地区消防事務組合消防次長（関係行政機関職員）について、全員異議なく、原

案を可決する。 

議案第４３号 黒石市教育委員会教育部長（関係行政機関職員）について、全員異議なく、原案を

可決する。 

 

 

公開審議終了（午後３時） 
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 黒石市教育委員会会議規則（平成２５年黒石市教育委員会規則第１号。以下「規則」と

いう。）第２０条及び第２１条の規定に基づき作成した平成２６年黒石市教育委員会第 

３回定例会の会議録（秘密会を除く。）について、規則第２２条の規定による承認を受け

たので、規則第２３条の規定に基づき、ここに署名する。 

 

 

平成２６年４月３０日 

 

 

黒石市教育委員   （千 葉 小夜子）   

 

 

黒石市教育委員   （阿 保 淳 士）   


